
監事

1、大会報告

報告事項　１ 新体操 第３２回世界新体操選手権　キエフ大会　報告 1 ～ 20

報告事項　２ 男子体操 第２７回ユニバーシアード　カザン大会　報告 21 ～ 31

（回答）とてつもなく強くなっているとの情報を得ていた

（回答）バネの強さ、体つくりに関して日本は弱いと感じた

・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　３ 女子体操 第２７回ユニバーシアード　カザン大会　報告 32 ～ 36

2、審議事項

審議事項　１ 専務理事 2020東京オリンピック強化対策本部の設置 37

・上記意見交換の後、承認された。

審議事項　２ 専務理事 公益法人のガバナンス確立を目的とした外部役員の登用 38 ～ 39

（回答）新公益法人化する際に指導を受けている

（質問）ロシアがレベルアップしているとの事前情報は入手できていたのか

（質問）日本、ロシアともにオリンピック選手が2名参加していたが比較してどうだったか

（意見）せめて2位に踏みとどまらなければ、日本の強化が沈んでいっているように感じる

（二木会長）当面の業務は環境を整えることと仕組みを構築することになろう

・2013年12月末日までのスタートを目標とする。

・役員は2020年までの任期となるが、定時の役員改選時に2年ごとに見直しをはかる。

専務理事・渡辺守成、常務理事・遠藤幸一、常務理事・小林　隆、常務理事・山崎浩子、常務理事・山本宜史

理事・山田正夫、理事・加納　実、理事・長谷川　靖、理事・米田　功、

監物永三（出席）、荒井　隆（欠席）

副会長・石崎朔子常務理事・張西芳枝常務理事・竹内輝明、常務理事・水鳥寿思、

理事・荒木達雄、理事・齋藤武司、

平成２５年度　第2回理事会　議事録

平成25年9月21日土曜日　13:00～14:00　味の素ナショナルトレーニングセンター

ページ

ページ

・日本の体操は難度が低かった。ロシアはレベルアップしていた。

・資料のとおり説明し、承認された。

・現在のリオデジャネイロ強化本部とは別組織とする。

（質問）最低3分の1は第三者機関より選任するというの公益法人の規程なのか

（回答）さらに、調査・研究し再度提案する。

（質問）親族・同族などの規程ではないか。体操、新体操、トランポリンは各々第三者とならないか

欠席理事

出席理事

・資料のとおり説明し、承認された。

会長・二木英徳、副会長・塚原光男、副会長・小竹英雄、副会長・具志堅幸司、



・上記意見交換の後、本件は継続審議とした。

審議事項　３ 専務理事 平成25年度・補正予算の導入について 40

審議事項　４ 総　務 登録規定の改定 41 ～ 45

・上記意見交換の後、一部提案内容を修正し承認された。

審議事項　５ 総　務 トランポリン登録規程の設置　　　 46 ～ 49

・上記意見交換の後、承認された。

審議事項　６ 総　務 倫理規定の改定  50 ～ 52

審議事項　７ その他

3、報告事項

報告事項　４ 専務理事 女子体操の指導における暴力事件の経過報告 53

・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　５ 総　務 体操器具破損関連対応の報告 54

・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　６ 総　務 2013年度名誉役員、役員、委員の報告 55 ～ 58

報告事項　７ 事　業 体操　第67回全日本団体選手権　大会要項 59

報告事項　８ 事　業 体操　第68回全日本個人総合選手権　出場資格 60

（回答）※評議員（外部見識者）、外部専門職に記載内容変更する。

（質問）（含むブロック費300）は解りずらいし誤解を生む

（意見）旧日本トランポリン協会の登録料金が妥当であり日本体操協会登録費は安価すぎる

・資料のとおり提案し、承認された。

（質問）評議員でも他役職と重複している場合もある。専門職とは何をいうのか

（回答）（含むブロック費300）は削除する

（意見）社会人連盟への登録を16歳以上とし社会人でないのに社会人選手権に出場するのは問題

（回答）社会人連盟の問題を整理し解決する

・（意見）早めの事前通達が必要

・資料のとおり報告し、承認された。

・（意見）両者の弁護士同士で事実確認をやってもらい、その結果について協会は処分を行うべき

・（意見）鉄棒・つり輪は特に厳重チェックを行うべき

・（意見）安価な器具の導入をはかる必要がある

・（意見）協会主催の主要大会でも海外器具の使用を許可

・（意見）世界選手権、オリンピックで使用する器具を使って選考会を開催してもよい

・資料のとおり報告し、承認された。

ページ

・資料のとおり提案し、承認された。



・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　９ コーチ育成 平成25年度日本体育協会公認スポーツ指導者等表彰候補者 61 ～ 62

報告事項　１０ サポート委員会 ドーピング関係報告　　※当日資料 63

・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　１１ 国　際 国際体操連盟　関田新体操技術委員より報告　※当日資料 64

・上記意見交換の後、承認された。

報告事項　１２ サポート委員会 マルチサポート事業研究開発プロジェクトの現状報告　※当日資料 65

議事録署名人　：　　渡辺　守成　　　平成25年　　　月　　　日

議事録署名人　：　　山本　宜史　　　平成25年　　　月　　　日

・女子体操・鶴見選手、トランポリン・山田選手は今年は対象外となる

（二木会長）日本代表として派遣しているのだから経費は協会で負担すること

・上記を追加説明し、承認された。

・安達三保子氏は対象期間が未達のため見送りとなった。

・コナミの選手については検査場所を体育館に変更し再発を防止する


